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１．インストール方法 
 パソコンに一度だけ必要な手順です。 

 

 ①NI-DAQmx（デバイスドライバ）をインストールして下さい。（AD 専用 DVD） 

  (1)コンピュータを起動します。起動後、コンピュータの管理者権限を持つユーザでロ

グインします。 

  (2)「NI-DAQmx DVD」を使って NI-DAQmx をインストールします。（自動起動しな

い場合は、DVD 内の autorun.exe を実行してください。）このインストールには「.NET4.0」

が必要です。（インストール処理の途中で聞いてきますので、一緒にインストールしてくだ

さい）インストールには 20 分程度かかります。 

  画面遷移は「４．デバイスドライバインストール画面」を参照して下さい。 

  (3) AD 変換システムの USB コネクタと PC を接続してください。しばらくするとドラ

イバを自動認識します。 

  (4)デスクトップにある「NI MAX」を起動して、「NI USB-6xxx」のデバイス名を確認

します。（「デバイスとインターフェース」をクリックして、"Dev1"を確認します。） 

 

 ②LabVIEW2017 ランタイムをインストールして下さい。 

  (1)「A-Cap インストールＣＤ」の「LabVIEW Run-Time Engine 2017(32bit)」フォル

ダを選んで、「LVRTE2017SP1_f3Patchstd.exe」を実行します。 

  (2)インストーラに従ってインストールを行います。選択時は「はい」を選んでくださ

い。 

 

 ③A-Cap をインストールして下さい。 

  (1)「A-Cap インストールＣＤ」の「Win32」フォルダを選んで、「Setup32Acap.msi」

を実行します。 

  (2)インストーラに従ってインストールを行います。選択時は「はい」を選んでくださ

い。 
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２．計測準備 

 計測の前に必要な設定を行い、設定ファイルに保存をします。 

 

① AD 変換システムと A-Cap をインストールしたパソコンを USB ケーブルでつなぎま

す。パソコンがデバイスを認識するまでお待ち下さい。 

 

② ライセンス管理用 USB ドングルをＰＣにつなげて、A-Cap を起動します。 

 

③ A-Cap を起動すると最初に１グラフだけの Chart View が現れます。 

 

④ メニューバーの計測(A)－AD デバイス設定(D)...を選ぶと、AD 選択ダイアログが表示

されます。一覧表に表示されている AD 変換システムの「No.」のチェックを付けて

ＯＫボタンを押して下さい。 

 

 もし、一覧表になにも表示されていない場合、AD 変換システムをパソコンが認識してい
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ません。ダイアログ下部のキャンセルボタンを押して AD 選択ダイアログを閉じ、AD 変換

システムの USB ケーブルを一度抜き差しして 1 分後に④を再度行って下さい。 

 

⑤ メニューバーの計測(A)－各種センサー設定－KistlerＦＰ－KistlerＦＰ設定(K)...を選

ぶと、Kistler フォースプレート設定ダイアログが表示されます。 

ダイアログ下部のファイル読込み...ボタンを押して、「A-Cap インストールＣＤ」内にある

フォースプレート設定ファイル(*.spc)を選択してください。 

ＯＫボタンを押すと、計測チャンネル設定ダイアログに移ります。 
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⑥ 計測チャンネル設定ダイアログの右上部分のフォースプレート設定に、先ほど設定し

たフォースプレート情報が表示されます。 

 
まず、型式名の左にチェックを付けます。X,Y レンジ番号と Z レンジ番号を選択して下さ

い。これらの設定を行った後、FP 設定ボタンを押すとダイアログ下部のチャンネル情報が

更新されます。 

 その後、サンプリング周波数と計測時間、入力レンジとトリガー方法を設定して、ＯＫボ

タンを押すと、指定したグラフの Chart View が表示されます。 
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 ⑦ フォースプレートの３軸を１つのグラフに表示したい場合 

メニューバーから 操作(O)－View 追加(A)...を選択し、View 追加ダイアログで、

「7:ForcePlate Chart View」を選択し、ＯＫボタンを押してください。 

 
View が追加されたメイン画面に戻ります。 
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⑧  フォースプレートの COP 表示をしたい場合 

メニューバーから  操作(O)－View 追加(A)...を選択し、View 追加ダイアログで、

「8:ForcePlate COP View」を選択し、ＯＫボタンを押してください。 

 
View が追加されたメイン画面に戻ります。 

 

  



 - 8 -

⑨  重心動揺解析を行う場合 

メニューバーから 操作(O)－View 操作－ForcePlate View－ForcePlate COP 情報設定

(T)...を選択し、COP 情報設定ダイアログを開きます。 

重心動揺解析のチェックを入れ、「重心点の移動情報」と「原点と面積を囲む線」をそれ

ぞれ選択し、描画する時間を入力してＯＫボタンを押してください。 

計測時は、描画時間分のデータを使用して重心動揺解析を行います。 

計測終了後は、Chart View で選択した範囲の重心動揺解析を行います。 
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⑩  計測終了時にファイルを自動保存したい場合 

メニューバーから ファイル(F)－ファイル保存設定(F)...を選択し、ファイル保存設定ダ

イアログで、自動保存を指定してください。 

 

 

⑪  計測の準備ができましたので動作確認を行います。Chart View 右下の赤〇ボタンを

クリックし計測を開始します。指定した計測時間まで計測します。途中で止める場合

は、Chart View 右下の青□ボタンをクリックして計測を止めて下さい。 

 

⑫  動作に問題がなければ、メニューバーから ファイル(F)－設定ファイルを保存(W)...

を選択し、設定ファイルを保存してください。 

 

⑬  メニューバーから ファイル(F)－アプリケーションの終了(X)を選択し、プログラム

を終了します。 
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３．計測方法 
①  AD 変換システムと A-Cap をインストールしたパソコンを USB ケーブルでつなぎ

ます。パソコンがデバイスを認識するまでお待ち下さい。 

 

 ②ライセンス管理用 USB ドングルをＰＣにつなげて、A-Cap を起動します。 

 

② A-Cap を起動すると最初に１グラフだけの Chart View が現れます。 

 
メニューバーから ファイル(F)－設定ファイルの読込み(R)...を選択し、「２．計測準備」で

作成した設定ファイル読み込んで計測画面を表示します。 
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 ④ Chart View 右下の赤〇ボタンをクリックし計測を開始します。指定した計測時間ま

で計測します。途中で止める場合は、Chart View 右下の青□ボタンをクリックして計測を

止めて下さい。 

 

⑤  自動保存を指定していない場合は、メニューバーから ファイル(F)－名前をつけて

保存(A)...を選択し、解析結果をファイルに保存します。 

 

⑥ 繰り返し計測する際は、④～⑤を繰り返します。 

 

⑦ メニューバーから ファイル(F)－アプリケーションの終了(X)を選び、プログラムを終

了します。 

 

 

⑧ ライセンス管理用 USB ドングルをＰＣから外します。 

 

⑨  AD 変換システムとパソコンの USB ケーブルを外します。 
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４．デバイスドライバインストール画面 
  ①タイトル画面 

   「NI-DAQmx をインストール」を選択します。 

 

  ②出力先ディレクトリ画面 
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  ③インストールオプション画面 

   「標準」を選択します。 

 
  ④製品の通知画面 
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  ⑤ライセンス契約書画面 

   「同意します」を選択し、「次へ」。 

 

  ⑥ライセンス契約書２画面 

   「同意します」を選択し、「次へ」。 
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  ⑦インストーラの実行を開始画面 

   インストールを開始するために「次へ」。 

   （20 分程度かかります。） 

 
  ⑧インストール完了画面 
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  ⑨NI 更新サービス画面 

 

  ⑩再起動画面 

 


